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主なコメの輸出産地

ホクレン農業協同組合連合会

◯輸出用米の生産量

新篠津村農業協同組合

みやぎ登米農業協同組合

【取組内容】
「コメ新市場開拓等促進事業」も活用して、つきあ

かり等の多収性品種の導入と併せて、耕畜連携による
堆肥の有効活用を図り低コスト生産を推進。

輸出用米の生産者数が増加（H30年235人→
R５年532人）。

◯輸出用米の生産量【生産実績】
R7年度の目標として掲げてい

た3,000トンをR3年度に達成。
令和５年の生産量は3,563トン

で、香港、米国、シンガポール等
に輸出。 938 
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【取組内容】
協議会のオブザーバーである㈱百笑市場では、「コメ新市

場開拓等促進事業」も活用して、多収性品種（にじのきらめ
き、ハイブリッドとうごう３号）の契約栽培を推進。その
ほか、ドローンによる直播・病害虫防除等の省力・低コスト
化の取組を推進。

協議会の参加者（生産者）数が
増加（H28年8人→R5年85人）。

【生産実績】
令和５年の生産量は1,523トン

で、米国、香港、シンガポール等
に輸出。

※協議会の生産量のうち㈱百笑市場を通じた実績
470 740 

970 1,078 
1,086 

1,523 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H30年 R元年 R２年 R３年 R４年 R５年

（単位：トン）

いちば

◯輸出用米の生産量

茨城県産米輸出推進協議会

【取組内容】
国内需要への安定供に取り組む一方で、将来

的な国内需要の減少傾向を見据え、平成27年か
らコメの輸出を開始。

食味等の品質バランスへの影響も考慮しなが
ら、直播栽培の拡大や多収品種の開発・普及に
より生産コストの削減に継続的に取り組むこと
と、北海道米の良食味のアピールと
認知度向上の取組により、輸出拡大
を推進。
【生産実績】

令和５年の生産量は6,627トンで、
台湾、香港、中国、シンガポール、
タイ等に輸出。

【取組内容】
健康や安全・安心に対する関心が強まり、

クリーン農業への期待は一段と高まってき
ているため、安全・安心で美味しい農産物
の供給に向けて、組合員全員が栽培履歴の
記録を行うとともに、化学肥料や農薬の使
用を減らすための取組を推進。土づくりに
ついても、稲わらの堆肥化を図るなど、環
境との調和に配慮。

生産コストの低減のため、直播品種の導
入や、ドローンなどのスマート
農業機器の活用による労働時間の
削減や生産の省力化等の取組を推進。

平成26年より、東京のおむすび店から
のアメリカ出店の話を契機に輸出を開始。

【生産実績】
令和５年の生産量は456トンで、米国、

フランス、シンガポール、台湾等に輸出。
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